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２
０
２
５
日
音
協
沖
縄
行
動
を
５
月
16
日
か

ら
17
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
は
た
ら
く

も
の
の
音
楽
祭
を
開
催
し
た
沖
縄
文
化
芸
術
劇

場
な
は
ー
と
の
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
復
帰
53

年 

第
48
回
２
０
２
５
・
５
・
１
５
平
和
行
進

全
国
結
団
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
坂
口
副
会
長
と

東
京
の
須
田
さ
ん
と
根
本
が
参
加
し
ま
し
た
。 

第
Ⅰ
部
で
は
対
馬
丸
記
念
館
館
長
の
平
良
次

子
さ
ん
よ
り
、
基
調
講
演
「
戦
争
の
実
相
か
ら

平
和
を
創
る
」
を
受
け
ま
し
た
。 

第
Ⅱ
部
で
は
共
同
代
表
に
よ
る
主
催
あ
い
さ

つ
や
嘉
手
納
基
地
コ
ー
ス
と
普
天
間
基
地
コ
ー

ス
に
分
か
れ
る
平
和
行
進
正
副
団
長
・
本
土
代

表
タ
ス
キ
授
与
式
お
よ
び
決
意
表
明
、
諸
注
意

事
項
お
よ
び
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
翌
日
の
平
和

行
進
の
意
思
統
一
を
し
ま
し
た
。
夜
は
那
覇
市

内
の
「
Ｆ
ｏ
ｌ
ｋ 

Ｂ
ａ
ｒ 

Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
５
」

に
、
松
本
会
長
も
合
流
し
、
地
元
か
ら
嘉
数
さ

ん
と
石
川
さ
ん
、
平
良
さ
ん
と
山
城
さ
ん
も
加

わ
り
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
、
沖
縄
県
支

部 

部
の
仲
間
と
「
Ｐ
ｉ
ｇ
ｇ
ｉ
ｅ
ｓ
」
が
演
奏
し

ま
し
た
。
そ
の
後
は
一
般
の
お
客
様
の
演
奏
も

加
わ
り
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し

た
。 

 

17
日
は
東
京
の
織
田
さ
ん
も
合
流
し
、
嘉
手

納
基
地
コ
ー
ス
の
出
発
地
点
の
読
谷
村
役
場
へ

向
か
い
ま
し
た
。
出
発
式
の
あ
と
平
和
行
進
が

ス
タ
ー
ト
し
米
陸
軍
ト
リ
イ
基
地
、
大
木
・
古

堅
・
大
湾
の
各
交
差
点
、
比
謝
橋
を
経
由
し
て

嘉
手
納
町
役
場
に
ほ
ど
近
い
嘉
手
納
町
民
広
場

で
昼
食
休
憩
。
午
後
は
水
釜
・
砂
辺
交
差
点
か

ら
嘉
手
納
基
地
第
１
ゲ
ー
ト
、
国
体
道
路
入

口
・
伊
平
・
美
浜
交
差
点
を
経
由
し
て
「
Ａ
ｇ

ｒ
ｅ
ス
タ
ジ
ア
ム
北
谷
」
ま
で
合
計
12
・
５
㎞

を
、
「
命
こ
そ
宝
」
他
、
沖
縄
の
た
た
か
い
か
ら

生
ま
れ
た
歌
や
平
和
を
め
ざ
す
日
音
協
ソ
ン
グ

を
行
進
し
な
が
ら
歌
で
訴
え
ま
し
た
。
今
回
は

特
に
行
進
へ
の
妨
害
が
ひ
ど
か
っ
た
の
で
す

が
、
行
進
団
の
ほ
ぼ
最
後
尾
で
参
加
し
た
私
た

ち
は
気
持
ち
で
は
負
け
な
い
よ
う
に
う
た
い
続 

け
ま
し
た
。
ま
た
５
月
の
日
差
し
を 

受
け
な
が
ら
、
コ
ー
ス
の
大
半
で
、 

基
地
の
フ
ェ
ン
ス
が
道
路
脇
に
広
が 

り
、
国
道
58
号
線
の
両
側
で
フ
ェ
ン 

ス
が
続
く
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ま
さ
に 

基
地
の
島
沖
縄
を
目
の
当
た
り
に
し 

ま
し
た
。
５
・
１
５
平
和
と
く
ら
し 

を
守
る
県
民
大
会
で
は
玉
城
デ
ニ
ー 

沖
縄
県
知
事
な
ど
が
あ
い
さ
つ
で
決 

意
表
明
と
仲
間
と
の
連
帯
を
誓
い
合 

っ
た
の
ち
、
県
民
大
会
宣
言
を
確
認 

し
ま
し
た
。 

 
 

 

そ
の
後
日
音
協
沖
縄
行
動
感
想
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
「
初
め
て
参
加
し
い
ろ
ん
な
意
味
で
勉

強
に
な
っ
た
、
基
地
周
辺
を
歩
い
て
体
験
し
た
」

「
今
ま
で
は
演
奏
を
入
れ
た
り
平
和
学
習
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
丸
一
日
歩

く
の
が
き
び
し
い
人
も
い
る
な
か
で
次
回
以
降

も
声
を
聞
き
な
が
ら
行
動
の
内
容
を
考
え
た
い
」

「
う
た
い
な
が
ら
の
行
進
は
日
音
協
ら
し
い
」

「
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
動
も
充
実
し
た
二
日
間
だ

っ
た
」
「
沖
縄
県
支
部
の
仲
間
と
コ
ン
サ
ー
ト
で

演
奏
が
で
き
た
、
ま
た
来
年
も
一
緒
に
沖
縄
行

動
を
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
と
発
言
が
あ
り
終

了
し
ま
し
た
。
今
回
、
人
数
は
多
く
は
な
か
っ

た
で
す
が
新
た
な
出
会
い
も
生
ま
れ
充
実
し
た

沖
縄
行
動
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
の
平
和
行
進

も
、
新
た
な
交
流
と
学
習
な
ど
に
よ
る
平
和
運

動
と
音
楽
運
動
の
新
た
な
一
歩
と
な
る
よ
う
な

取
り
組
み
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

来
年
の
参
加
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。 

（
根
本
賢
治
） 

    

歌いながらの平和行進 

http://nichionkyou.org/


 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年 6 月 1 日              音 楽 運 動              第 677 号（2） 

【プログラム原本は、カラー多彩で趣きもあるのですが、転載するとなると不鮮明となるため、白黒加工としました。】 

 

会
場
と
な
っ
た
仙
北
市
角
館
の
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ

ク
ス
『
ご
り
ら
の
は
な
た
ば
』
に
は
、
演
者
＆
聴
衆

で
１８
人
が
集
ま
り
音
楽
夜
話
会
が
開
か
れ
た
。 

３5
年
ほ
ど
前
に
非
核
平
和
宣
言
が
取
り
組
ま
れ

て
い
た
時
代
に
、
角
館
で
は
４
年
続
け
て
、
地
区
労

青
婦
部
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
元
商
店
街
か
ら

広
告
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
、
小
山
孝
さ
ん
・

窪
田
聡
さ
ん
・
坂
上
う
た
さ
ん
・
ブ
ー
ビ
ー
バ
ン
ド

の
皆
さ
ん
を
招
い
て
、
「
非
核
平
和
の
町
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
い
て
い
ま
し
た
。 

そ
れ
以
来
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
が
、
そ
の
当
時
か

ら
の
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
同
僚
が
参
加
者
の
ほ
と
ん

ど
で
、
こ
れ
は
同
窓
会
か
と
い
う
感
じ
で
も
あ
り
、

３０
年
ぶ
り
の
再
会
も
あ
っ
た
り
で
し
た
が
、
地
元

仙
北
市
職
か
ら
も
参
加
が
あ
っ
て
予
定
時
間
を
１

時
間
延
長
す
る
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。 

歌
が
あ
っ
て
お
酒
も
あ
っ
て
、
仲
間
の
歌
を
聴
き

な
が
ら
思
い
出
話
や
生
活
や
世
の
中
へ
の
不
満
や

憤
り
な
ど
話
が
、
あ
っ
ち
い
っ
た
り
こ
っ
ち
い
っ
た

り
で
し
た
が
、
相
も
変
わ
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
立

ち
位
置
は
あ
の
時
と
そ
ん
な
に
は
変
わ
っ
て
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

歌
う
現
場
が
な
け
れ
ば
音
楽
運
動
は
思
う
よ
う

に
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
、
ど
う
や
っ

て
現
場
を
作
る
か
。
ど
こ
に
現
場
を
つ
く
る
か
。
そ

こ
で
何
を
歌
う
か
。
ど
う
や
っ
て
歌
う
か
。
悩
み
な

が
ら
も
前
を
向
い
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
か
な
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
後
藤
雅
裕
） 

  

  村岡会長のあいさつ 

集まった老若男女の皆さん 

    佐藤正和            くまたんず 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年 6 月 1 日              音 楽 運 動              第 677 号（3） 

メ
ン
バ
ー
は
ギ
タ
ー
、
ボ
ー
カ
ル
に
桑
野

功
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
に
沼
前
光
則
、
ベ
ー
ス

に
佐
藤
満
、
カ
ホ
ン
・
ボ
ー
カ
ル
に
吉
田
雅

人
、
ボ
ー
カ
ル
に
磯
野
宏
之
・
佐
藤
和
弘
・

的
場
芳
男
・
榊
原
ね
っ
ち
ゃ
ん
の
計
８
人
。

現
役
２
人
に
退
職
者
６
人
と
既
に
シ
ニ
ア

バ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
Ｆ
Ｍ
カ
ン
パ
ニ
ー

だ
が
、
何
時
に
な
く
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り

調
子
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
「
晴
れ
た
五
月
」

か
ら
「
政
治
を
変
え
る
ぞ
」
「
Ａ
ひ
ろ
ば
」

な
ど
を
披
露
。「
世
界
を
つ
な
げ
花
の
輪
に
」

な
ど
９
曲
を
歌
い
前
段
を
終
え
た
。 

送
り
出
し
は
、
チ
ャ
ッ
ク
ベ
リ
ー
の
「
ジ

ョ
ニ
ー
・
Ｂ
．
グ
ッ
ド
」
の
替
え
歌
で
「
オ

ー
タ
ニ
（
大
谷
）
Ｇ
Ｏ 

Ｇ
Ｏ
」「
メ
ー
デ
ー

Ｇ
Ｏ 

Ｇ
Ｏ
」
と
ツ
イ
ス
ト
ダ
ン
ス
を
踊
り

歌
う
と
、
会
場
で
は
手
拍
子
を
し
た
り
と
最

高
潮
。 

最
後
の
一
人
が
出
発
す
る
ま
で
計
８
曲

の
演
奏
が
続
け
ら
れ
た
。 

 

祭
典
終
了
後
は
、
佐
藤
会
長
宅
の
車
庫
に

て
恒
例
の
「
Ｆ
Ｍ
カ
ン
パ
ニ
ー
メ
ー
デ
ー
」

を
開
催
。
Ｂ
Ｂ
Ｑ
と
お
酒
を
堪
能
し
メ
ー
デ

ー
を
お
祝
い
し
た
。 

 
  

（
磯
野
宏
之
） 

 

茨
城
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
が
主
催

す
る
「
憲
法
擁
護
市
民
の
つ
ど
い
」
が
５
月

３
日
に
水
戸
市
の
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
シ
テ
ィ
会

館
分
館
で
開
催
さ
れ
、
約
１
５
０
名
が
集
ま

り
ま
し
た
。 

日
音
協
茨
城
県
支
部
は
開
会
前
に
歌
を

披
露
。
会
場
の
関
係
で
楽
器
が
使
え
な
い
こ

と
か
ら
、
ア
カ
ペ
ラ
で
「
決
意
」
「
私
は
忘

れ
な
い
」「
僕
ら
の
暮
ら
し
は
辛
抱
だ
ら
け
」

「
世
界
と
と
も
に
」
の
４
曲
を
５
名
の
仲
間

で
歌
い
ま
し
た
。 

ハ
モ
リ
の
部
分
も
何
と
か
こ
な
し
て
う

ま
く
歌
え
た
の
で
は
な
い
か
と
参
加
者
一

同
自
負
し
て
い
ま
す
。 

 

（
金
田
光
弘
） 

  
 

 5 月 24 日（土）、二戸市の「なにゃーと」で岩手県

支部の総会を開催しました。コロナ禍以降、集会などで

歌う場面がなくなっていましたが、少しずつ働きかけに

より増えてきました。「集会には歌を」と言っていただ

けるよう、これからも活動していきたいと思います。 

昨年から二戸地区・久慈地区で取り組んだ歌声喫茶で

は、終わりに必ず日音協の歌を歌い、一般の方々に聞い

てもらう場を作り、特に「大きな橋」を広げていけたら

と活動してきたことが報告されました。その他にもいろ

いろなコンサートに参加し、日音協の歌を聴いてもらえ

るような活動をしていきたいということも話されまし

た。情宣だけでなく SNS などの活用を進めることでも

歌う場面を周知することができ、参加してみようという

気持ちにつながるのではという意見も出されました。 

総会後半では、今の状況を交流しました。「再任用と

して働いているけれど、給料は減り、人数が少ないため

仕事が多くなった」「再任用でも帰るのは最終になるこ

ともめずらしくない」など働く仲間の状況も聞くことが

できました。退職者が増えている岩手県支部ですが、働

き方を考える時間を持つことができました。（佐藤幸子） 

 

 
 

５
月
１
日
、
五
月
晴
れ
の
な
か
第
９６
回

北
海
道
メ
ー
デ
ー
は
大
通
公
園
西
８
丁
目

に
３
０
０
０
人
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。 

 

Ｆ
Ｍ
カ
ン
パ
ニ
ー
は
祭
典
前
の
９
時
か

ら
30
分
間
の
前
段
演
奏
と
パ
レ
ー
ド
に
出

る
前
の
送
り
出
し
演
奏
を
担
っ
た
。
気
温
は

18
度
、
例
年
に
な
く
暖
か
く
澄
み
切
っ
た

青
空
に
大
通
公
園
で
は
桜
が
満
開
に
咲
き

誇
り
、
祭
典
会
場
の
雰
囲
気
は
上
々
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 6 月 1 日              音 楽 運 動               第 677 号（4） 

新
緑
香
る
菅
平
高
原
の
鈴
蘭
館

に
お
い
て
、
５
月
10
日
～
11
日
、

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
を
、
中
央

か
ら
松
本
会
長
、
合
唱
講
師
に
東

京
都
支
部
森
理
子
さ
ん
を
お
招
き

し
、
総
勢

16

名
で
開
催
し
ま
し

た
。
合
宿
の
メ
イ
ン
は
長
野
祭
典

で
発
表
す
る
北
信
越
合
同
の
合
唱

曲
（
タ
イ
ト
ル
は
マ
ル
秘
）
の
練

習
で
、
講
師
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
教
え

る
ス
タ
イ
ル
（
メ
ー
デ
ー
合
唱
団

ス
タ
イ
ル
で
な
い
優
し
い
方
）
で

お
願
い
し
た
結
果
、
楽
し
い
中
に

も
充
実
し
た
練
習
で
、
参
加
者
一

同
感
激
し
た
様
子
で
し
た
。
次
は

怖
い
方
も
体
験
し
た
い
な
あ
と
思

う
私
で
あ
り
ま
す
。 

日音協の年間行動（予定表） 
 

・5/15 長野音楽祭企画書、発文配信 

・5/24 第６回幹事会 

・5/24 岩手県支部総会 

・5/30 東北北ブロック合宿打合わせ  

・5/31 久慈地区うたごえ喫茶 

・5/31-6/1  日音協セミナー・ステージ

スタッフ講座 

・6/ 1    音楽運動 677（６月号） 

・6/4   長野音楽祭長野県実行委員会 

・6/8   福島県支部幹事会 

・6/28-29   全国代表者会議 

・6/29   第 7 回幹事会 

・7/1     音楽運動 678（７月号） 

・7/13 那覇市議選告示  

・7/20 那覇市議選投開票日  

       参議院選挙投開票日（予定） 

・7/26   被爆 80 周年原水禁世界大会 

福島大会 

・8/1 音楽運動 679（８月号） 

・8/4-6  被爆 80 周年原水禁世界大会 

広島大会 

・8/7-9  被爆 80 周年原水禁世界大会 

長崎大会 

・8/10-11   日音協 Next Stage 

・8/15（仮称）戦後 80 年・くりかえす

な!!戦争への道を!! うたごえ集会   

 I 女性会議と共催（青森駅前広場） 

・8/22-23 FM カンパニー合宿 

（江別市・ペンション優） 

・8/28 出演申し込み締切／音楽祭企画・

スポットライト決定／清風園宿

泊・全国交流会申し込み締切 

・8/30 はたらくものの音楽祭 in AKITA  

・8/30-31   関東ブロック合宿 

（茨城県・牛久市）  

・9/1  音楽運動 680（９月号） 

・9/10 までに、宿泊・全国交流会費など

の料金請求書送付 

・9/13 食とみどりと水のフェスティバル

（秋田、秋田県支部出演） 

・9/20 出演内容締切 

・9/23 さようなら原発 9.23 全国集会 

・9/26   司会原稿・舞台配置図提出締切 

・9/27-29 東北北ブロック合宿 

（青森県・八戸市） 

・10/1 音楽運動 681 

・10/3 までに、料金振込完了 

・10/17 長野音楽祭仕込み 

・10/18-19  

第 56 回はたらくものの音楽祭 

・11/1 音楽運動 682 

・12/1 音楽運動 683 

・12/6 会計監査 

・12/6 第 62 回日音協定期総会 

・12/7 第１回幹事会 

（今後、追加・変更の可能性があります） 

夜
の
交
流
会
は
、
ほ
ぼ
全
員
が

何
ら
か
を
発
表
し
、
笑
い
あ
り
、

感
動
あ
り
と
、
大
変
有
意
義
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
長
野
は
祭
典
に
向
け

あ
ら
ゆ
る
知
恵
を
結
集
し
全
国
の

仲
間
を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
集
中

し
て
い
き
ま
す
。
ご
期
待
あ
れ
！ 

 
 

 

（
塚
本
昇
） 

 
 

ステージスタッフ講座 

開催中 

5/31（土）～6/1（日） 

南大塚地域文化創造館 

 

参加者は 13名 

長野音楽祭の成功に 

向け、スキルアップ中。 

 

（報告は来月号にて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年 6 月 1 日             音 楽 運 動               第 677 号（5） 

４
月
２６
日
（
土
）
は
サ
ン
ポ
ー

ト
高
松
広
場
で
県
中
央
集
会
。
５
月

１
日
（
木
）
は
坂
出
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
中
讃
東
集
会
で
し
た
。 

メ
ン
バ
ー
は
入
れ
替
わ
り
な
が

ら
、
定
期
練
習
日
に
選
曲
練
習
し
た

「
が
ん
ば
ろ
う
」「
武
器
を
捨
て
て
」

「
聞
け
万
国
の
労
働
者
」
「
ど
ん
な

に
時
が
流
れ
て
も
」
「
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ 

＆ 

ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
」「
政
治
を
変
え
る

ぞ
」
「
ラ
ブ
地
球
」
を
時
間
の
許
す

か 

【
コ
ン
デ
ン
サ
ー
マ
イ
ク
の
性
能
と

メ
リ
ッ
ト
、
つ
い
で
に
デ
メ
リ
ッ
ト
】 

従
来
の
演
奏
に
使
わ
れ
て
い
る
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
イ
ク
は
、
コ
ン
デ
ン

サ
ー
マ
イ
ク
と
比
較
す
る
と
、
集
音

範
囲
が
狭
く
感
度
が
弱
い
た
め
、
口

元
ま
た
は
楽
器
が
マ
イ
ク
か
ら
離
れ

る
ほ
ど
音
を
拾
い
に
く
く
な
り
ま

す
。
コ
ン
デ
ン
サ
ー
マ
イ
ク
は
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
イ
ク
に
と
比
較
す
る

と
、
集
音
範
囲
が
広
く
高
感
度
た
め
、

離
れ
た
音
も
拾
う
の
で
、
合
唱
で
あ

れ
ば
一
人
一
人
の
音
を
拾
う
の
で
は

な
く
、
合
わ
さ
っ
た
声
、
明
瞭
な
言

葉
と
し
て
の
声
と
し
て
拾
い
ま
す
。

楽
器
で
あ
れ
ば
楽
器
本
来
の
音
、
ギ

タ
ー
で
あ
れ
ば
ギ
タ
ー
の
擦
れ
る
音

ま
で
拾
い
ま
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

高
感
度
ゆ
え
に
ハ
ウ
リ
ン
グ
を
起
こ

し
や
す
い
、
雨
風
に
弱
い
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。 

 

【
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
で
の
コ

ン
デ
ン
サ
ー
マ
イ
ク
の
使
用
に
つ
い

て
】 

 

コ
ロ
ナ
明
け
以
降
の
『
は
た
ら
く

も
の
の
音
楽
祭
』
で
は
、
コ
ン
デ
ン

サ
ー
マ
イ
ク
を
使
用
し
て
発
表
す
る

演
奏
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
昨
年
の

音
楽
祭
で
は
、『
Ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｏ
ｄ
ｉ
ｓ

ｔ
ａ
』
『
メ
ー
デ
ー
合
唱
団
』
『
林
音

協
』
『
東
京
都
支
部
』
『
日
本
私
鉄
労

働
組
合
総
連
合
会
』『
自
治
労
音
楽
協

議
会
』
、
で
し
た
。
特
に
、
自
治
労
音

楽
協
議
会
は
、
楽
器
を
ア
ン
プ
に
接

続
し
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
マ
イ
ク
で
集

音
す
る
こ
と
で
電
子
楽
器
の
音
も
含 

め
、
ス
テ
ー
ジ
上
の
音
を
コ
ン
デ
ン

サ
ー
マ
イ
ク
で
集
音
す
る
こ
と
を
成

功
さ
せ
て
お
り
必
見
で
す
。 

 

Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
、
従
来
の
マ

イ
ク
の
使
い
方
で
発
表
し
て
い
る
演

奏
と
比
較
し
て
上
記
の
団
体
の
演
奏

を
聴
い
て
い
た
だ
く
と
、
先
に
述
べ

た
コ
ン
デ
ン
サ
ー
マ
イ
ク
の
メ
リ
ッ

ト
を
実
感
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
ご
視
聴

は
、
日
音
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

ま
た
は
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
サ
イ
ト

で
、
「
日
音
協
」
「
第
55
回
は
た
ら
く

も
の
の
音
楽
祭
」
で
検
索
す
る
と
ヒ

ッ
ト
し
ま
す
。 

 

【
お
ま
け
の
話
〜
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ

イ
ク
と
コ
ン
デ
ン
サ
ー
マ
イ
ク
〜
】 

従
来
使
わ
れ
て
き
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
が
悪
い
マ
イ
ク
で
、
コ
ン
デ
ン
サ

ー
マ
イ
ク
が
良
い
マ
イ
ク
と
理
解
さ

れ
て
し
ま
う
の
を
避
け
る
た
め
に
お

ま
け
の
話
で
す
。
演
奏
形
態
に
合
わ

せ
て
上
手
に
使
え
ば
、
ど
ち
ら
も
良

い
マ
イ
ク
で
す
。 

 

昨
年
の
音
楽
祭
で
も
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
マ
イ
ク
を
上
手
に
使
わ
れ
て
い

る
団
体
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
『
う
い
み
ん
』
『
新
潟
県

支
部
』
の
演
奏
は
素
晴
ら
し
く
、
言

葉
も
よ
く
聞
き
取
れ
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
マ
イ
ク
の
性
能
を
十
分
に
活
か
す

マ
イ
ク
使
い
を
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
イ
ク
の

場
合
は
、
顔
を
上
げ
、
口
元
が
真
っ

直
ぐ
マ
イ
ク
に
向
か
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。 

【まとめ】 

 特に、１本のマイクを複数人数で使用するような演奏、合唱、コーラスが主の演奏の場合は、コンデ

ンサーマイクをお勧めします。 

 ただし、合唱、コーラスであっても、ソロが多いとか全体の声量も弱い団体、また、１人１本のマイ

クで思いっきり歌いたいという団体、バンド形式（ドラム、キーボード、エレキ、ベースでボーカル少

数など）の団体の演奏には、ダイナミックマイクをお勧めします。           （坂口美日） 

 

限
り
歌
い
ま
し
た
。 

坂
出
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
は
大
会

議
室
の
良
い
音
響
で
風
呂
の
鼻
歌

気
分
。 

サ
ン
ポ
ー
ト
広
場
で
は
高
田
会

長
の
ミ
キ
サ
ー
が
不
調
。
音
量
が
意

図
せ
ず
急
変
で
ビ
ッ
ク
リ
。
買
い
替

え
る
そ
う
で
す
。 

で
も
晴
れ
た
屋
外
は
歌
声
に
最

適
で
す
ね
。 

（
細
川 

剛
） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 6 月 1 日              音 楽 運 動              第 677 号（6） 

▼
今
年
の
５
月
３
日
付
各
紙
の
憲
法
問 

題
の
扱
い
は
低
調
だ
っ
た
。
自
公
が
過 

半
数
に
足
り
ず
、
改
憲
勢
力
と
見
な
さ 

れ
る
維
新
と
国
民
民
主
の
ほ
か
右
派
小 

政
党
や
無
所
属
の
一
部
ま
で
か
き
集
め 

て
も
、
改
憲
発
議
に
必
要
な
３
分
の
２ 

に
達
し
な
い
状
況
で
は
、
当
然
だ
ろ
う 

▼
そ
の
中
で
、
目
立
っ
た
の
は
読
売
新 

聞
で
、
こ
の
日
に
向
け
て
実
施
し
た
世 

論
調
査
結
果
を
１
面
で
「
改
憲
に
賛
成 

が
60
％
、
議
論
を
活
発
に
、
が
74
％
」

と
伝
え
た
。
し
か
し
、
何
を
ど
う
変
え

る
か
の
内
容
抜
き
に
「
憲
法
改
正
の
是

非
」
を
問
う
や
り
方
は
無
意
味
で
は
な

い
か
▼
自
民
党
が
掲
げ
る
①
自
衛
隊
の

根
拠
規
定
の
明
記 

②
緊
急
事
態
条
項 

③
参
院
選
の
合
区
解
消 

④
教
育
の
充

実 

の
４
点
の
う
ち
、
①
に
熱
心
な
の
は

自
民
党
だ
け
。
②
に
つ
い
て
は
維
新
、

国
民
民
主
の
ほ
か
立
憲
の
一
部
に
ブ
リ

ッ
ジ
を
掛
け
れ
ば
３
分
の
２
を
確
保
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
程
度
で
あ

り
、
「
改
憲
勢
力
」
の
中
身
は
ガ
タ
ガ

タ
・
ス
カ
ス
カ
と
な
っ
て
い
る
▼
緊
急

事
態
条
項
の
非
常
時
に
お
け
る
衆
議
院

議
員
の
任
期
へ
の
柔
軟
対
処
と
い
う
話

は
国
会
法
か
衆
議
院
規
則
に
書
き
込
め

ば
済
む
こ
と
で
、
憲
法
問
題
で
は
な
い
。

同
様
に
③
④
も
法
改
正
で
足
り
る
こ
と

で
、
そ
れ
を
こ
と
さ
ら
に
改
憲
の
テ
ー

マ
と
す
る
の
は
「
や
り
や
す
い
と
こ
ろ 

か
ら
改
憲
の
先
例 

を
作
ろ
う
」
と 

い 

う
安
倍
晋
三
時
代 

の
姑
息
な
試
み
の 

焼
き
直
し
に
す
ぎ 

な
い
。 

                                                                                     

 

   

 

     

 

    

   

                          

（191） 

飯島貞親 

▼沖縄平和行進で根本さんが新聞

の取材を受けました。その記事を紹

介します。▼日本復帰から（5 月）

15 日で 53 年となった沖縄県で

17 日、基地負担軽減を求める「平

和行進」が行われた。米軍基地の縮

小は見通せず、自衛隊の「南西シフ

ト」が続く中「基地のない平和な島」

の実現を願い、米軍嘉手納基地など

の周りを県民ら 1950 人（主催者

発表）が歩いた。県民大会も開かれ、

米兵による事件の再発防止を訴え

た。▼晴天で汗ばむ暑さの中、参加

者らは「基地のない沖縄を」「命（ぬ

ち）どぅ宝」（命こそ大切）などと

書かれたはちまきやゼッケンを身

に着け「戦争のない世界をつくろ

う」などと声を上げた。▼千葉県か

ら参加した会社員根本賢治さん

（54）は「嘉手納基地周辺で心臓

に響くような航空機の騒音を聞き

驚いた。少しでも沖縄の負担軽減に

つながれば」と話した。県によると、

国土面積の約 0.6％の沖縄に、全国

の在日米軍専用施設の７割が集中

している。・・・▼東京新聞やデー

リー東北、その他の新聞にも掲載さ

れました。       （佐藤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

５
／
23
（
５
４
４
回
）
報
告  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

  

【
参
加
者
】
か
お
る
さ
ん
、
ゆ
き

さ
ん
、
イ
サ
さ
ん
、
守
屋
さ
ん
、

周
平
さ
ん
、
塚
本
さ
ん
、
達
哉
、

森 
 

 
 

 
 

 
 

 
計
８
名 

 

ゆ
き
さ
ん
は
先
週
、
沖
縄
の
平

和
行
進
に
参
加
し
て
き
た
の
で
、

そ
の
報
告
を
し
て
も
ら
っ
た
。
行

進
は
嘉
手
納
基
地
を
ま
わ
る
コ
ー

ス
・
普
天
間
基
地
を
ま
わ
る
コ
ー

ス
と
ふ
た
つ
に
分
か
れ
、
日
音
協

は
嘉
手
納
コ
ー
ス
だ
っ
た
そ
う

だ
。
一
昨
年
に
、
嘉
手
納
コ
ー
ス

を
歩
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

基
地
の
間
を
通
る
道
で
、
行
け
ど

も
行
け
ど
も
両
側
は
ず
っ
と
基
地

で
、
そ
の
大
き
さ
に
驚
い
た
っ
け
。

県
民
大
会
は
す
ご
く
盛
り
上
が
っ

た
そ
う
だ
。
西
田
議
員
の
ひ
め
ゆ 

り
の
塔
を
め
ぐ
る
発
言
も
あ
っ
た

か
ら
だ
。
あ
れ
は
あ
ま
り
に
ひ
ど

か
っ
た
。
東
京
で
も
先
週
金
曜
日

に
自
民
党
本
部
前
で
抗
議
行
動
が

あ
っ
た
。
官
邸
前
の
『
原
発
い
ら

な
い
金
曜
行
動
』
と
重
な
っ
て
い

た
た
め
私
は
参
加
で
き
な
か
っ
た

が
、
守
屋
さ
ん
と
イ
サ
さ
ん
は
自

民
党
本
部
前
に
行
っ
た
。
両
方
大

事
な
行
動
だ
か
ら
と
、
気
持
ち
を

互
い
に
託
し
な
が
ら
行
動
を
分
け

た
。
沖
縄
の
平
和
行
進
と
県
民
大

会
の
成
功
は
嬉
し
い
が
、
怒
り
の

素
が
次
々
起
こ
る
の
は
悔
し
い
し

情
け
な
い
。
今
年
は
米
兵
に
よ
る

女
性
へ
の
暴
行
や
、
政
府
に
よ
る

事
件
の
隠
蔽
も
繰
り
返
さ
れ
た
。

沖
縄
の
怒
り
は
如
何
ば
か
り
か
。 

前
回
作
っ
て
き
た
追
加
の
歌
詞 

カ
ー
ド
の
曲
を
歌
っ
た
。
前
回
は

雨
で
、
歌
詞
カ
ー
ド
が
濡
れ
て
し

ま
う
た
め
あ
ま
り
歌
え
な
か
っ
た

が
、
今
日
は
大
丈
夫
。
市
野
さ
ん

作
の
『
消
費
税
の
歌
』
は
『
ふ
じ

の
山
』
の
替
え
歌
だ
。「
打
ち
出
の

小
槌 

消
費
税 

１
％
で
２
兆
円

…

」
と
、
歌
い
な
が
ら
「
そ
う
だ

っ
た
の
か
～
」
と
思
わ
さ
れ
る
。

国
会
の
消
費
税
論
議
の
中
で
石
破

首
相
が
「
本
当
に
困
っ
て
い
る
人

に
行
き
渡
る
た
め
の
税
の
使
い
方

云
々
」
と
か
言
っ
て
い
た
が
、
困

っ
て
い
る
人
か
ら
も
む
し
り
取
る

の
が
消
費
税
じ
ゃ
な
い
か
。
歴
代

の
首
相
が
登
場
す
る
『
表
紙
を
変

え
た
っ
て
』
を
続
け
る
。「
米
は
も

ら
え
る
か
ら
買
っ
た
こ
と
が
な

い
」
発
言
の
江
藤
元
農
水
大
臣
の

話
題
も
出
た
。
よ
く
恥
ず
か
し
く

も
な
く
言
え
る
も
の
だ
、「
売
る
ほ

ど
あ
る
」
と
ま
で
言
う
な
ら
フ
ー

ド
バ
ン
ク
や
子
ど
も
食
堂
に
配
れ

よ
、
と
盛
り
上
が
る
。 

闘
う
か
あ
さ
ん
の
う
た
を
歌
い

た
く
て
『
か
あ
さ
ん
の
歌
』
を
リ

ク
エ
ス
ト
。「
母
さ
ん
は
今
宵
も
ま

た 

国
会
前
で
歌
う…

」
と
は
私

た
ち
の
こ
と
だ
。
そ
し
て
歌
い
続

け
る
。『
あ
た
り
ま
え
の
地
球
』『
双

葉
の
秋
』『
原
発
な
く
た
っ
て
』『
Ｄ

ｏ
！
廃
炉
』
な
ど
な
ど
。
ゆ
き
さ

ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
『
原
爆
を
許

す
ま
じ
』
も
歌
詞
カ
ー
ド
に
加
え

た
。
楽
譜
も
コ
ピ
ー
し
て
き
た
の

だ
が
、
音
が
か
な
り
高
く
、
一
音

下
げ
る
こ
と
に
し
た
。 

終
了
時
間
が
近
づ
き
、
か
お
る

さ
ん
の
手
話
付
き
で
『
大
き
な
橋
』

『
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
を
歌
っ
て
終
わ

ろ
う
と
し
た
ら
、
塚
本
さ
ん
が
到

着
。
他
の
用
事
を
終
え
て
、
こ
ん

な
ぎ
り
ぎ
り
の
時
間
で
も
茱
萸
坂

に
来
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
。
最

後
に
一
緒
に
歌
え
る
曲
を
と
『
ふ

る
さ
と
沖
縄
』
を
歌
っ
た
。 

帰
り
道
で
聞
い
た
の
だ
が
、
塚

本
さ
ん
は
カ
リ
ン
バ
を
自
作
さ
れ

る
そ
う
だ
。
大
き
な
音
は
出
な
い

け
れ
ど
、
音
色
が
優
し
い
カ
リ
ン

バ
。
今
度
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い

と
お
願
い
し
た
。
茱
萸
坂
に
歌
の

仲
間
が
増
え
る
。
楽
器
も
増
え
て

い
く
。
と
て
も
嬉
し
い
。 

 

カリンバ 


